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事務局長　　　平田藤義
只今ご紹介に預かりましたブラジル日本商工会議所事務局長の平田です。
私のような農業経験がない、全くのド素人が「農業分野における日伯連携について」と題する過分なテーマを述べる資格は御座いませんが、ご指名に預かりまして誠に光栄に存じます。私の個人的なブラジルに対する念いを含めながら率直にお話させて頂きたいと思います。
さて、今年7月7日にブライロ・マッジ農務大臣並びに細田健一農林水産大臣政務官をお迎え「第3回日伯農業・食料対話」がサンパウロで開催されました。農業・食料対話として過去最大規模の100人以上が参加されました。

先ず、この盛大に開催された農業・食料対話について4点ほど回想させて頂きます。何故ならこの回想そのものが、これからの日伯関係を具体的に述べているからです。

最後に日本ブラジルこれからの農業分野におけるＩＴ技術の協力関係およびＥＭＢＲＡＰＡ様へのお願いについて述べさせていただきます。
その１つは非常に意味深長な7月7日の開催日です。
日本では7月7日を七夕と呼び、特に宮城県仙台市の七夕祭りは非常に有名です。サンパウロのリベルダーデでも年1回華やかに開催されています。五色の短冊に願いを込め書いて笹の葉にぶら下げるとその願いが叶えられるとジンクスがあります。
この祭りは琴座にある織姫星、西洋ではベガと呼ばれ、そしてわし座に位置する彦星、アルタイルの2人が主人公です。何と1300年以上も前の奈良時代に中国から日本に伝わった伝説で、天の川を舞台に繰り広げられた壮大なロマンの物語です。
この伝説によると彦星のことを中国では牛を世話する若者にちなみ牽牛星と言っています。茲では誠に勝手失礼では御座いますが、「はた織り」が上手で器用な「おり姫星、ベガ」を日本側に例え、そして「彦星、アルタイル」を牛の数が人口を上回るブラジル側に例えさせて頂きたいと思います。
元々このロマンチックな伝説は相思相愛の2人の仲を天帝が天の川を挟んで切り離した物語です。2人が年に一度だけ逢える日が7月7日でした。

この美しい地球上で最も相思相愛の仲と言えば、お互いに地球の反対側に位置、最も遠い距離関係にありながら心情的には最も近い日本とブラジルの関係です。しかし、天の神様、天帝とは言いましても日伯の関係だけはどんなことが起こっても決して切り離すことが出来ないと思っています。

丁度、この日を選び日伯の農業・食糧対話が開催されたのは単なる偶然の出来事だったのでしょうか？それとも両国の因果関係から生じたご縁だったのでしょうか？
2つ目です。
この7月7日に牽牛・彦星に例えるマッジ農務大臣は、
【「100年以上も前から日本移民がブラジルに来て、農業部門で多大な貢献をした。また日本進出企業もブラジル工業の近代化に貢献して貿易拡大にもつながっている。今後はイノベーションによる技術や食の安全、害虫駆除、競争力強化で日本の協力に期待している。付加価値の高い加工食品など日本企業の協力でさらなる輸出の増大が期待できる。穀物輸出では道路や鉄道のインフラ整備向けの投資が不足して輸送コストが非常に高く競争力が低い。ブラジルにとってインフラ整備で競争力がつき、また日本企業にとっても投資チャンスである。またメルコスールと日本のFTA合意で農業向けテクノロジーにより生産性を拡大、ブラジル農産物の輸送コストの削減や輸出拡大のために、日本企業によるブラジル国内の輸送インフラ投資を要請したい。】と述べられました。
一方、織姫星に例えました日本の細田農林水産大臣政務官は、
【「ブラジルは日本の食糧安定供給にとって最も大切な国である。】と前置きして、【1970年代の日本の農業移住者をはじめ、日伯の官民が総力を挙げて資金・技術協力を行ったセラード開発は両国の絆の象徴である。輸送インフラ向け投資は、輸送コスト削減で両国にとっては非常に関心が高く、日伯のビジネス強化、Embrapaとの連携、マトピバ地域を含むインフラ整備が不可欠である。インフラ投資は結婚のように双方が合意しなければならない。今回の第３回日伯農業・食料対話では、よいカップルができることを期待したい！】
とまさに解釈次第では深い相思相愛関係に例えられるお言葉がありました。

3つ目です。
ブラジルに進出している日本企業に対して実施したアンケート調査に基づき、大きくは4項目からなる『日本側からブラジル側への提案書』を前佐藤悟大使が説明された後に細田農林水産政務官より手交されました。茲では詳細を省略させていただきますがが、非常に重要な項目だけにタイトルの部分のみ反復確認させていただきます。
１．ブラジル農畜産物業の競争力強化に向けた提案 
２．税制・通関・各種手続の改善に向けた提案 
３．穀物輸送インフラの改善に向けた提案 
４．外貨規制の緩和に向けた提案
の4項目がありました。
4つ目です。
『日本側からブラジル側への提案書』の1番目の項目の中にありましたブラジル農畜産物業の競争力強化に向けた具体的提案の一つに 、日本企業とブラジル農牧研究公社（EMBRAPA）との産学連携体制の構築 があり、ブラジル日本商工会議所、 EMBRAPA に関する6項目からなる共同発表がありました。

今回のこの会合は具体的なその第一ステップです。非常に素晴らしく会議所としては初めての試みであり、共同発表の立案・企画された在ブラジル日本国大使館の方々をはじめＥＭＢＲＡＰＡの方々並びに当所の食品部会の皆様に対し、あらためて心から深く感謝を申し上げます
日本とブラジルのこれからの農業分野における協力関係としてＩＴ技術の活用についてです。
私は今回の第3回農業対話の中で一番、印象的な事はマッジ農務大臣並びに細田農林水産大臣政務官双方のお言葉の裏には、明らかに日伯の補完関係や戦略的グローバル・パートナーシップの強化があったものと確信しております。
私は今から約7年前、日本においては民主党政権時代の２０１０年５月、自民党の麻生太郎元総理（今の安倍政権下では副総理兼財務大臣です）が、非公式にご来伯された際に、もしも地球規模の気候変動が起こった時を想定して日本の食料供給安全保障のためには、ブラジルからもっともっと農畜産物の輸入を増やし、世界的な爆食輸入競争が万が一起こった時に備え、買い負けに転じないように提言書の形で手渡した事があります。
その為の施策として考えられるのが、かつてのセラード開発のような夢のある壮大なプロジェクトを官民双方で企画立案し、再びチャレンジするということではないかと思っております。その施策の現代版として具体的に申し上げますとブラジルの農業分野に日本の優れたＩｏｔ、ビッグデータ、人工知能（ＡＩ）技術の導入活用ではないかと思料いたします。
情報分野では2006年、既に日伯地デジＴＶ方式として世界で最も優れた日本の技術をベースに日伯間で作り上げた世界一のTV方式が御座いました。今やコロンビアを除く南米全域やアフリカの一部の国々でも広く採用されており直近の成功事例と言えます。
本日の企業アンケート調査協力企業の数は先端技術を保有するＩＴ企業が、伝統的な食品分野の企業数を上回り、これからの農業は最先端のIT技術をなくしては存在できない事を物語っています。
最後にＥＭＢＲＡＰＡへのお願いです。
一言で申しますとＥＭＢＲＡＰＡ様の世界最先端のバイオテクノロジーを駆使されて、最も環境負荷が小さいとされている燃料電池自動車（ＦＣＶ）化への主導的な役割を果たして頂けたらなあと云う、ガウショ・ジャポネス、時と場合によってはジャポネスガウショからの個人的な望みを含めた提案です。
今の世界の趨勢は明らかに電気自動車、ＥＶ化にある事に論を待たないですが、最近、特殊な還元剤を用いる事でエタノールから経済的に水素の製造が比較的簡単に出来る技術が確立されつつあり、ご承知の通り色々な学界や産業界等から燃料電池に関する論文が発表されています。
昨年か、今年の初めかあまり記憶にないが、日伯の有識者、学界、産業界で構成するある某ミッションが当会議所を訪問されました。ミッションに参加された全ての人名を公表することができないため、今のところ詳しくは当所のＨＰには載せていませんが、バイオテクノロジーの分野で最先端を行き、そして広大な土地を擁するブラジルに、水素の供給基地としての大きな関心と期待が寄せられていました。
●ブラジルのバイオテクノロジーをもってして乾燥地域でも栽培可能な、そして成長スピードを上げた上に2倍以上の高さに育つサトウキビが品種改良により実現できれば、現状の作付面積でもブラジル自国の消費量以外に日本の水素消費量も十分に賄える●と力説されていました。ＥＭＢＲＡＰＡ様を頼りにしていたと言う事であります。
来年1月からの施行を前に今盛んに議論されているＲｏｔａ2030はＩｎｏｖａｒ　Ａｕｔｏに次ぐ自動車政策であると、先般8月にブラジリアで開催された日伯貿易投資促進合同委員会でお伺いしましたが、ブラジルの関係省庁が一丸となって取り組むべき政策の一つであると思っています。
この国家の中核的な自動車政策はＥＭＢＲＡＰＡ様とも非常に関係し合っているのではと想像しています。農業食料対話で織姫星の日本側から彦星、つまり牽牛星のブラジル側に提案しました各種税制・制度改革やインフラ投資促進および外貨規制等の各種緩和が実現に至れば、この政策はさらに相乗効果を生み、雇用を創出し社会格差の是正に繋がり、必ず新生ブラジルの誕生が約束されるものと確信しております。これから特にＥＭＢＲＡＰＡと当所の関係強化が進んで行く事に期待していますのでどうぞよろしくお願い致します。
以上私の念いを含め、「農業分野における日伯連携について」とさせて頂きます。ご清聴ありがとうございました。
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